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Chir. 1 i5 Bd. 3 Hf. 1933，ドー .；~（i) 172. 

単純骨折ユ於ケルI官1球it~手法度 I ）曾加z閥シテハ Fahraeu,;, w. l川hr.r. .. ul'I, I報告力J アル。治行ノ、

H>30年及ビlf);{ l年ニ於テ121例 ノ単純骨折＇ 4例ノ骨折ヲ件ハザル関節山.%ノ患者＝ツキ赤血球沈降法

度ノ険，＇f.ヲ行ヒ例外ナシニ師二：m1®i後司~］日＝於テ .t~手法度ノ増加l スルコトヲ認メ， i'l-H ノ統計・的考察

ヲ行ヒ， つり増加ハ一方＝於テノ、骨決ピ軟部損傷ノ f¥'I定ニ閥係シ他方＝ 於テハ忠者ノ年齢ユ関係スル

モノヂ，強度ノ；損傷及ビ高齢特＝雨者ノ合併セル場合z ハ法力＝甚シキ増加ヲボス旨ヲ遁ベテヰル。

（山内）

麻酔・手術・編帯・葉書1]

LZヴ井パシ官蓮ノ静脈内注射＝ヨ ）＂迷膿麻酔 短時間麻酔及ヒ基礎麻酔＝就テ トI.

f,111(!)1'1': F.1仏hrungenmil der intr九veni1sc11Rausch-, Kurz-und I ¥:t、j,.;narkos巴 milEvip:rn-

:¥!atrium.χIii.工（'ltir. Nr. H-, 1円.L ~.パι1!1) 173・

E1・ip:tn－子；－:itrinmヲ著者ノ、100仰j餓＝使月J；，，，弐 I_kflキ結果ヲ i'.f7。投興：，1.:＝－ ツイテ：'J:＂者ノ側章. :lit 

ノ、其ノイ也性年齢一般吠態ヲ標準トサレテヰノレカ＼何レモ全テノ忠者ニ適切ヂハナク， 出街ノ、催眠坑ガ

標準トナノレベキモノトシテヰル。印｝ぷ釘在lラ談話ヲナサズ叉間二答へバガ器械的刺激ユハメク反惚 7

示スト云 7 状態ュ~ラシムノレ：，t ヂアル。之ノ、各人ーテ略図ーイl ノモノヂ大関：l 立［； 7上下シテヰル。小手

術＝必要ナノL迷隊麻酔ユハ催眠1,¥:12倍ヲ，ツl-2.－.分ニi・'Vpし＂＇与度／ 三下派i－＝－必要ナル Wll年間麻酔ニハ

弧壮行ハ3i告7，老人ハ：q自！Iヨヲ使用シテ充分ソノ目的ヲ達シ1'.l，，，。 ~！：＇；：：， ：： ュテモ；：ーλ分ノJ，に？？ナ＂無捕

状態＝－ WI リ iトレ。腹部大手術＝於ケル基礎麻酔トシテしエーテ Jレ1 ト種々ナル組合セヂ併用シ担ガ，·，ij~

＝繰暴状態，腹筋緊援 7惹起シテ失敗シタ n 又一般ニ麻酔 I3;°'t限時＝屡々見ルノノ、 f快ナル筋緊張デ

アルガ，之ガ担メ手術力困問r.~ナルノハ；：7；然ヂアル。 手術 7!Ji ニ j:·i·i f i ・l:ント A JL ト干 ， ~i青幾何 I L エグ

ヰパン「1/}f主主ガ排IHサレズユ館内＝が作セルカィ、明ダカラ，本弁ljノi'i-J箆ノ投典：，t7 i九メ下（｛イ憾 ガアノレ。

Lエーテ Jレ寸ヲ使へパ夏＝一層燥暴状態， ~j~を穏ヲ窓辺スルノミデアルガ，反，と I . クロールエチノI- o, Lク

ロロ 7オJレム寸ヲ以テシテ比l険的J｛好・ナ紡民ヲ得タ。

Lエグヰパン.， ',"i注ニヨル刷酔ハ殆ドアラーール忠者ニ際用シ l'.i ルガ， l月（＇！J\ :J,i~マ肝臓病患者ニハ危険ヂア

ル。 〔前波抄録開。76頁参照アレJ。

1信踊 i目F ’ I• ユ 於ケル呼吸及脈払「ユノ、 1\ 干（ I 沼化ヲ認メナイガ， i(ll~ ハ·，：；~＝－ :!il-Sllmm J下降7見，，，。

（イ1本）

腹腔内諸器官手術J諸新麻醇法 (JI. I，’，.；，. 

Opt:r江Iiο口en乱ncl巴nOr日々a11c:11tler Lei！下山hijJiJe.χbl. 仁 Chir・Nr. 20、 l<J.)3‘ ~－ 115-f) I 7 ~ 

腹部手術例.－， 12例ー於テソノ PJU~堺法ユ ツキ ーたノ k日夕立~プ。 腹部手術時ノML間半＝. L カロローゼ寸液／

静脈内tHめ1入iJ;、（Zbl.f. Chir. Nに 4,l<J32年，参！！fl）ト l アグエ・，，＿チン ＇ I静脈I勾絞伶ii：人法トヲ併
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用ス。困難ナ腎切除術中ュ患者ガ色τ痛 7訴 フル時エハ直チユ Lアグエルチン lヲ，；］－5閲指栓ヲヒネツテ

械設入ノ問ユ法入ス ν バ昂予言状態 ヲ来サズ幌眠＝入リ腹壁／弛緩ヲ~~ ス。会手術ヲ遁ジテ Lアグエル

チン 1量ノ、最高，総重 lkg ＝ヅキ0,07λ:fitトA 。本法ハ睡眠ハ永繍セコマ，放＝ i七人ヲ反復スル 7要 ス。

ソノ覧翠ノ、安静＝シテLつラミン「ヲ興フノレ時＝ノ、夏＝ョシ。 Lアグエルチン寸ト Lエグヰパン 1曹達トノ

静脈内注入／｝怒用ノ、夏＝効果ガアル。 ~n，著者ハ.soo例ユツキ之 ヲ究施竹原則的ι1/2 時間 7超へザ

Jレ操作エハ腹援局庭廊搾ノ下品 10% I，エずヰパン 1曹達＂； 6-10認ヲ用ヒ，長時間ヲ要スル岡難ナル下

術ユノ、しアグエルチン1ュ於ケ Jレガk日夕行 7n 時：Lエグヰパン1曹達ハタ量ヲ以テス Jレ故，特＝静脈内持

綴注入法ヲ用ヒルヲ要セフ，・・. 10）路注射器7以テナ シ得， ソノ使用量ノ、儀高10%14｝）［ヲ 幾［f•［＝モ分ナテ

注射ス。 Xeパントコカイシ 1孟ヨル脊髄麻酔法ヲ腹部外科＝用ヒ，之＝しエグヰパン＇ 7以テソノ補助

トナス。（山中）

術後J肺，心臓併接症ノ虚畳二就テ (H. U. Oden: Zm・Behandlu時 postoperati ver 

Lunge1ト undHじ』zkomplikation巴n.Iイbl.f. Chi1・. :¥1-. 25, Iリ33司氏 q6r,)175・

肺ト心臓トハ互＝密接ナ関係＝アルモノデアJレカラ，雨者ノ互ュ充分ナノレ所佳ガ必要デアル。此／

意味カラ術後ータ！｛ ）~ 肺或ノ、心臓ノ障碍＝針シ著者ノ、L 力 Jレチオ・ヨラミン・チパ1 ヲ推奨ス ノレ。

しコラミンリ j興奮剤トシテノ作用ノ、周知 I}j斤ヂアリ，叉気管枝炎気管枝肺炎＝封スルしカルチウム 1

ノ効果モ既＝明カナ所ヂアノレ。叉Lコラミン 1 トLカルチウム寸トノ、結晶ヲ作リ，之ノ、（冶kium-1ミlwclani<le

j作用 7現シ，秩決剤トシテノ効能力。アル。

用法 肺ヤ心臓＝臨床的＝少シデモ蓄量化ヲ認 メタ場合」カルチオ・ョラミン・チパ寸ヲ2錠宛1日；］同投

血スル。

之ニヨツテ呼吸ハ安静トナリ，淡モ稀務トナ ツテ咳出シ易クナリ，同時＝心臓ユモ働クカラ殆 y F' 

他／薬剤ヲ瓜ヒノレ必要ガナイコ水質1ノ使用ユヨリ先ヅ第］ユ目立ツポーへ呼吸ガ早ク安静エナノレ事ヂ

アル。

本剤ハ術後ノ肺障碍ユノ、特ュ佳イ，故ュ術前多1J肺＝障碍ガアツテモ木剤ヲ使用スル事ニヨリ心別

ナシユ手術7行ヒi'f）レ。（川上）

O 各部

胸部

縦隔葺気腫 ( W Did : Mediaslinalemphysem. Beil. z. kl.山 ir.158 lld. Hf. 1・lリ).3.

'・ 59) I 76. 

縫鳴賀気施ハ頭部カラ胸部へ波及λ JC頭部皮下気服， 心音ト共＝水車椋来ft音ノ設明， X線像ニ縦｜ぬ

望号昔日＝澄明部ノ 殺明及病暦ユヨヨツテ診断セ ラレルカV重イモノ ノ、Lチアノーゼ1頚部静脈 I；怒張，心

~溢血ノ症状 ヲ モ ＇｛ A ）し。

治療トシテノ、重イモノユハ救念手術ガ必要デアノレガ，軽イモノ ノ、放置シテモ治癒 スル。集管肺ノ :Jrt
f揺がアツテ後四百資ι 空気ガ入 JC ト此慮ノ開積ガ増加スノレ結果胸腔カ’狭クナリ，呼吸閑難n！ミシ途＝！稜

出呼吸トナリ ，主主空気ヲ縦｜漏賓＝途リ縫｜縞賓：気胞 ヲ；精ス。印呼吸図難ト縦｜総資＊l脈 l、ノ、四果循環ヲナ

ス。コノ循環ヲ破ルタ， ＝肺． 会、l1R'I tft傷部閉鎖ノ他ェ縦踊資／：排気 ヲナス。 重篤ナモノ＝コ／後i総
資／排気ガ救念／効力’アノレ。之z ハ穿事I｝ト頭部切開ト康イ縫附資解放ガ事ゲラレテヰルガ，察中りハ排

気ノ：効pク且ツ盲目的ナ依結ゲアリ， fif1評＼ti解放ハ侵鑓ノ大＝過干ノレ飲動力。アリ，頭部切開ガ最毛ヨ
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ク殊c :iJl日l：ョリ縦隔資ニ達スルノガ司イ。此際最モ管lt¥i:ヲ要スルノハ縦断白／感染デ笠1け？本ハ静脈

＝稜Ifft／アル際ヂアルカ 弓恐レル ニ足ラヌ。（姫井）

腹部

括約筋外痔凄J虞置＝就テ (F川内（＂k庁 χurBcliandlun只《lcrL'¥ t m-;phin ktcrcn人ftc'I・

li,tc-1.χbl.仁Chir.N'r. z7, 1933，戸.1579) 177・

京腸凄／慮置ノ、困難ナモ／ヂアルガ，殊ニソレガ＇f＇.・骨前面ヨリ後シタトカ，叉へ結核性／場令ユ

ノ、其／慮置ノ、非常エムヅカシイ。

斯様ナ場合＝ノ、弓字以結腸部品一時的＝人 nffi:門ヲ作リ然 、Lfま＝療管ノ易ljti¥術ヲ行 7ベキデアル。

痔疲別IL¥ユノ、機j伏DJ開ヲ用ヒ療ロヲ塞グノガヨイ。

匂rt；、 zλ ノレ日寺ノイリガ大使ニヨツテ刺激サレル事モナクナリ， .XIII.門指約筋ャJl.r.門母上筋／ DJユヨ

ツテ富I］／癒着ノ妨ゲラレルト云フ事モナクナリ， i台癒完全デ再俊ハ少クナノし。故＝斯様→場合ユノ、原

則jトシテ h字状部ェ人n11.1：門ヲ作ツテ「量置ス ベキデアル。（多悶）

四肢

交感神経系統へJ手術的侵襲ガ程筆性麻痩ヲ起セJI-横紋筋緊張ニ及ボス賓験的及臨床的

研究 (H. lイ，／ペlit

【JU山バじ汚！rei仕enl¥Tu臼1《ulaturim Hinbliι、l王 aufoperative Eingr l汀仁、江m symp::ithischen :¥c・ l、じn-

,;ystじ川 bei叩おti,;cherParalyse.九叫 l.f. kl. Chir. I 75 Rd. 2 H仁 1933,:-:. 2凶） 178. 

骨日告筋緊リム＝針；えん交感市中経支西日ノ夜明ェ閥シテ， 著者ノ、犬ノ雨下肢ノ運動神経ヲ切除セノレ後一側

下肢ノ；交感紳綬ヲ切除シ封務側1・肢トIヒ絞研究セリ。此ノ際筋緊張力ノ、討piegel氏自［rj定器ニヨリテ測

定シ灼線ヲ以テ刀Jセリ。ft験ノ j結果ハ強直 lI（•川rak、t吋／ j包ル迄ハ（ J.iliff；麦4-5ヶ月＝テ来ス）交感紳

Hf切除側／肢ノ、針隣側／肢ュ比シテ筋緊強力羽 ヲ．筋強直ノ来Pレ事オソク， 且ツ溺シ。

］ミoyle及 Hunter雨氏ノ、痕謬性肺療＝於ケル異常＝高 7 レル筋緊張ノ、交感紳経支配九除去スノL事：ュ

ヨリテ低下ス Jレナラント考へ， nm皮質ノ損傷エヨ ｝＼.右下肢／痕聖罪判・)liiJi煤ノダメ7年間運動不向由ナリ シ

患者一品交感刺i経切除術ヲ行ヒタル再ビ運動可能トナルヲ見タリ。倫!!l'.l-1年迄ニ脳脊総ノ ~f,~害ソノ他／

患者／ 75例， 1!l~ 7年迄ユ痕畷性胸算ノ患者2fi例＝同級ノ手術ヲ ii ヒタルユ相常ノ ：好成績 7朱ゲタり。

lk、SC 氏／統計＝ヨ ルモ種々ナル原因ユヨル問肢ノ疲堅＇ it脚庫＝針シテノ交悠刷1t,:;f切除術ハ貴子結果ヲ

f',l ?lノしヲ報告セリ。倫手術後ノ、快'.i,i，ヨ キ遁常ナル機械的物H!Hii療法ヲ怠ラザルコト，低勝二シテ自己

ノ病気＝関心無キモノニノ、本手術ノ、適セフf，病気ノ的過長ク巴＝関節／同定，鐙形等7~（セルモノエ

ノ、効力期シ難シ。（岡本）

泌尿生殖器系

腎臓腸脱結按J診断＝劃スJI-幸R観察 ¥ .¥'. J!11m: ：＇＼，、uc・r・じ B己oli:

der N附 ・en-Ill九、i、n・1、ll

』労』先ニ lk ケル＊·『i級恒：主霊’化ノ、結＼＇~ i~i ユ 15'tたサレタ ル尿 ＂－ '(j火リ犯サレシ腎臓ト同仮I）／愉尿，：；・；；：井l口＝限川

スルモノナリトノ説ハ倫決定的ノモノヂナイ。今勝脱鏡ユイ夫九インヂイゴカルミン 1ュテ染色サレシ

）~（ ／脱IJJb内ニ於ケル l};of>}J状態ヲ車Q祭スルエ減野／ー側線ヨリf也級品向 、ノテ流レル， B問先月光控／轡l泊ユ

イ夫リ似 7 ｝前イテ jメ針側／輸尿管口ニ寸｛リソレヨリ徐々ニ iご部ニ it~キ ス ル。とニ依リテ繭ノ勝脱内＝於
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ケル繁種スル場所が容易ニ推考セラレノレモノヂアノレ。日fl人輸尿管関口ノ後部品於ケル結核性結節ノ、反

封側ノ腎臓が犯サレシ事ヲ示スモノデアル。ーた＝輸尿管／：結核性浸i閏ニイ＊＇レ肥厚萎縮ハ輸尿管 7短縮

セシメ輸尿管口ハ後方＝牽引サレノレ%＝－輸尿管関口／陥凹 7来シ叉畏賜ニ於テー呼吸ニ依ノレ随件運動 7

認メ Jレモノヂアノし。ヲたユ双手~迫＝依Jレ場合ヨリ深呼吸＝依Jレ場合ノ 1J ガ腎臓痛ノ、増強スノレノハ肋膜

性／特殊ノ癒着＝依Fしモノデ、民／腎臓痛ト訣リ易イモノデアノレ。ヨ欠＝三三三土氏／現象，、勝脱炎／

場合ニノ、中極泊中経障碍＝依ツテ起ノレノデ、ノ、ナク，肪脱炎ノ *Ii核·~t: タル事ヲ示スモノデ、アル。 οii井）

腎孟成形術ト腎臓固定術＝就テ （E.1う，I)/'

Z. f. Uro. Chir. 36 Bd. 1/2 H仁 1933，メ.32) r So. 

輸尿管及ピ腎孟ノ傷ノ、粘肢外腸線縫合ニヨリ接合スノレ。腎孟ガ脆弱ナル場合叉ハ損傷ノ康範明エヨ

リタ ）~ 場合＝ノ、爽膜成形ガ推賞サルベキ方法デアノレ。縫今ノ後ノ、持績輸尿管消息子ヲ 4-21 日間袋詮

A Yレ。ソノ後ハ常＝腎臓固定法ヲ行ヒ，形態的ニモ機能的ニモ満足ナル結果ガ得ラレル。（矢島）

尿路結石J誤診ヲ来ス腸間膜後腹膜淋巴腺石友沈着 (R. J,1c!.川 J ¥'erkalkung uer 

mesenter Jen ul1ll retroper‘itonealen Lymphdriisen als Q，日巴liedi耳gn仁》~tisch巴I Irrtiimer beir 1 I 

Erkenncn cler ~lcine der Harnwege. Z. Urol. Cbir. 37 Bd. r/2 Hf. Iリ33，メ.<)()) 18 I. 

尿路結石／類症鑑別ノ汚メ＝撒レ JレX 線潟民ニ腹膜淋巴腺石灰沈者ノ陰影ヲミノレコトハ稀平Jニア

ラズ。之ハ主トシテ結核性，稀ユノ、Lチフス吋笠病鑓／；結果腸間膜中，脊柱ニ泊へノレ淋巴腺ユ石灰沈着 7

来セノレナリ。結核性淋巴腺ノ周園＝於ケル炎症＇ I羽交i問:x..ノ、疲痕性過程ハ輸尿管 7）樫i白川父ハ索引シ

タメニソノ部＝テ輸尿管／流遁ヲ障碍シ時ユ腎臓7），腫ヲサへ生ゼシム。此ノ淋巴腺石灰沈着ノ臨床所

見ハ結石ガ輸尿管 7移動スル際ニ生ズル徴候ユ甚ダ頁クft/，！レ。印チ石灰沈者ヲ来セJレ，叉ハ癒痕性ニ

輸尿管ト癒者セ Yレi林巴線ニヨリ生フ，.. ，レ柊痛ノ、腎臓輸尿管結石エヨリ生スル柊痛ト酷似ス。弟、開温上昇

ヲタkスコトモアリ。輸尿管Lカテーテルり、輸尿管ニユ狭窄叉ハ屈折ノナキ場合ハ腎臓7 デ：＇fl！達ス。 Lイン

デイゴカルミンリ排池ノ、患側ニ於テカ撃的障碍ノ j結果通常遅滞ス。 レントゲン検査ユ於テ穂位ニ可

ノレ陰影／獲位， 1群トシテ表レル陰影ノ、淋巴腺石灰沈者ノソレニ相営ス。（河合）


